
【参照資料】銘樹「飛龍」最終整姿の詳細（出典：月刊近代盆栽）

立ち上がりの安定感をもたらした右下枝 枝棚の階調が織りなされた左利き枝群 見所を露わにした樹冠部

やや上目から見ると、右足元のジンは隠
れてしまうが。

鉢水平でやや下から見ると、立ち上がり
右下のジン芸が覗く。

見所の多い樹なので、右枝を少し下げ、
通常の高さで、写真右下のジンは見せ
なくても良いと木村氏は判断した。

右下に向かうジンに合わすように下げら
れていた差し枝は、生命力を感じさせる
ように持ち上げられた。

千年の樹歴を物語る天然素材ならではの野趣も、
露わになった上部のジン・シャリ芸に際立った。
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■最終整姿後の3部位

■最終調整と検証

［ジン・シャリ］
幹や枝の木質部が朽ち果て、白骨化したものを指す。松柏類に多く、特に真柏や杜松では見どころのひとつとされる。このジン・シャリの芸で評価が大きく変わることも
しばしばである。一般には、枝の枯れたものをジン、幹の枯れたものをシャリと呼ぶ。


